ひまわりの収穫マニュアル（第２版）
１０メートル四方ぐらいの畑でも６００個ぐらいの花があります。これを収穫して乾燥し、種をとることはたいへんな労働になります。気を引き締めて取り組みましょう。

収穫の時期と方法
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通常、開花して３０日～５０日で、種子が成熟します。花が終わっても種の成熟は続き油を蓄えます。種子の成熟が終わる時期は苞（花の外周の３角形の集団です）が褐変してからといわれています。右の写真は十分褐変していますが、次ページ下の立てかけ乾燥の花はすこし早いです。
成熟した種をそのままにしておくとカワラヒワなどの鳥の食害にあいます。
鳥が寄ってくるようなら鳥よけ網をかけましょう。上の写真で赤く見えるのが網です。
収穫の日をいつにするかは、曜日、天候などで悩むところですが、ある程度成熟したら、天気予報で晴天が２、３日続いた日とするのがよいでしょう。
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行事の日程から、花がしめった状態で刈り取らなくてはならないこともありますが、屋内で乾燥させるスペースを確保しておかないとカビや変質するおそれがあります。
収穫方法は花の後ろで茎をはさみで切り取ります。
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収穫後、畑に残った茎・葉は、堆肥にするなど活用しましょう。ただし、収穫した日には花の処理を優先して行いましょう。
花托の乾燥
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種を外す前に花托を乾燥させますが、最終目的は乾燥した種を取ることで、花托は種が外せる程度に乾燥すれば十分です。
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乾燥を速めるために残っている花びら、おしべ、めしべなどを手で取り去ります。黒い種が顔を出します。
次に、花の裏側の茎の付け根の皮を切り裂くと、白いふわふわが現れ、風通しが良くなります。ここまでの作業は、畑でやってしまえばよけいな物を運搬しないで済みます。
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この状態で持ち帰り、紐でしばってぶら下げる、網戸など風のとおる台に並べる、床に新聞紙を敷いて並べるなどして乾燥します。
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乾燥する場所は、晴天が続くなら天日干しするのが一番です。急な雨が心配なら風通しが良く雨の当たらない軒先や農家のビニールハウスなどを探してください。
並べておく場合は、かならず重ならないようにします。直径２０ｃｍの花６００個を並べるには隙間なく並べても８畳の広さが必要です。

種を外してみて、簡単に取れるようなら、それ以上乾燥する必要ありません。


種の採取（脱穀）
花托から種を採るには、今のところ人力でやるしかありません。
小学生の体験学習ができるならピンセットで一粒づつはずしてもらえば、時間はかかりますが、きれいな種がとれます。

経験者の話では魚のウロコ取りでこするのが一番早いということです。ほかにバーべキュー用の網に擦り付けるなど、工夫して、よい方法があれば紹介してください。あまり急いで種以外のものが大量に混ざると選別の手間がかかります。
額には細かい毛がありますので軍手などで手を守りましょう。

種の乾燥と選別
脱穀した後、種を乾燥させてください。収穫直後の種は５０％以上水分を含んでいます。水分の多いまま厚く堆積すると発熱し、最悪の場合、中の種子が黒変することもあります。種に含まれる水分をできるだけ早く乾燥させることを目指してください。

雨が降らなければ屋外で平らに薄く並べて乾燥させてください。
屋外で乾燥するときは鳥に注意してください。また、ブルーシートの上で乾燥させるときは、端を押さえておかないと、シートごと風で飛ばされてしまいます。
真夏のコンクリートは高温になり、油が劣化する恐れがありますので、日よけが必要です。

屋外で乾燥できないときは、扇風機で風を当てるだけでも乾燥は進みます。

乾燥が進めば、手で持ってもさらさらした感じになり、最終的には種子水分はだいたい８％程度になります。
ある程度乾燥した種は、未熟な種やごみを除きます。扇風機の風を当てながら種を上から落とし、軽いごみを飛ばします。もし古い農家などで唐箕（とうみ）があれば効率的に選別できます。
目で見て変色した種、傷ついた種も除きましょう
十分に乾燥した種は米びつ（ライスストッカー）や米袋に保管してください。保管中もときどき確認し、カビが発生しそうであれば再乾燥してください。
このマニュアルは１００平方メートルぐらいで栽培していることを想定しています。大量に栽培している方は農家や農協などに相談して汎用コンバインや米の乾燥機、倉庫の活用を検討してください。良い方法があればご紹介下さい。
また、このマニュアルは確定版ではありません。さらに良いものにしてまいりますので、皆さんの意見をお聞かせください。（千葉県環境財団　環境活動支援チーム）
（参考）
ヒマワリの絵本（農文協そだててあそぼう１６）
ちばコープ、ちば環境再生の会の方の意見、写真
富山県立大学工学部 生物工学科 微生物工学研究室ブログ「ひまわりプロジェクト」
搾油については、搾油機の説明書に詳しく書かれています。借用時にお尋ね下さい。
花の後ろで茎をはさみで切り取る。





黒い種が顔を出す。





花の裏の白いふわふわが現れた物を並べて乾燥





紐でしばってぶら下げて乾燥
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新聞紙を敷いて天日乾燥





扇風機を使って選別
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